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猶
な
け
か
る
X
身
を
い
か
に
せ
ん

164

 

や
く
と
の
み
枕
の
し
た
に
し
ほ
た
れ
て
煙
た

   

(後
拾
M 
8
1
4
j

え
せ
ぬ
と
こ
の
う
ら
か
な

165

 

い
つ
く
に
か
お
も
ふ
こ
と
を
も
し
の
ぶ

へ
き

   

(続
後
撰

357
j

く
ま
な
く
み
ゆ
る
秋
の
よ
の
月

大
貳
三
位

166

 

う
た
か
ひ
し
命
は
か
り
は
あ
り
な
か
ら
契
り

   

(
千
載

9
0
8
j

162

 

う
た
ゝ
ね
に
は
か
な
く
さ
め
し
夢
を
た
に
こ

の
よ
に
又
も
み
て
や
ゝ
み
な
ん

八

二

(新
古
今

8
5
6
j

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
五
号

な
に
と
か
や
い
ひ
て
き
か
せ
よ

　　　

」

12

オ

赤
染
衛
門

151

 

う
ら
む
と
も
い
ま
は
み
え
し
と
お
も
ふ
こ
そ

   

(後
拾
遺

コ
s

せ
め
て
つ
ら
さ
の
あ
ま
り
成
け
れ

152

 

見
て
も
か
つ
あ
は
れ
な
る
か
な
桜
花
は
る
に

   

(〔赤
染
衛
門
集
〕
)

は
又
や
あ
は
し
と
す
ら
ん

153

 

神
無
月
有
明
の
空
の
し
く
る
ゝ
を
又
わ
れ
な

   

(詞
花

3
2
3
3

ら
ぬ
人
や
み
る
ら
ん

160

 

く
れ
ぬ
ま
の
身
を
は
お
も
は
て
人
の
よ
の
あ

は
れ
を
し
る
そ
か

つ
は
は
か
な
き相

模

(新
古
今

む
召

　

初
句

「
い
か
に
ね
て
」
)

の
か
さ
し
に
お
れ
る
た
め
し
は

167

 

は
る
か
な
る
も
ろ
こ
し
ま
て
も
ゆ
く
物
は
秋

   

(
千
載

3
0
1
j

の
ね
さ
め
の
心
な
り
け
り

168

 

い
と
ゝ
し
く
春
の
心
の
空
な
る
に
又
は
な
の

   

(新
勅
撰

t
)

香
を
身
に
そ
し
め
つ
る

169

 

秋
風
は
ふ
き
む
す

へ
と
も
し
ら
露
の
み
た
れ

   

(新
古
今

叫
・
)

159

 

御
芳
野
は
は
る
の
け
し
き
に
か
す
め
と
も
む

   

(後
拾
遺

‘・
)

す
ほ
ゝ
れ
た
る
雪
の
下
草

」

12

ウ

155

 

や
す
ら
は
て
ね
な
ま
し
も
の
を
さ
よ
ふ
け
て

   

(後
拾
遺

s
・
)

か
た
ふ
く
ま
て
の
月
を
み
し
か
な紫

式
部

156

 

ふ
れ
は
か
つ
う
さ
の
み
ふ
さ
る
よ
を
し
ら
て

   

(新
古
今

6
6
D

あ
れ
た
る
庭
に
積
る
初
雪

157

 

な
き
よ
は
る
ま
か
き
の
虫
も
と
め
か
た
き
秋

   

(
千
載

4
7
8
j

の
わ
か
れ
や
か
な
し
か
る
ら
ん

158

 

袖
代
に
は
あ
り
も
や
し
け
ん
さ
く
ら
花
け
ふ

   

(新
古
今

1
48
3
3

154

 

い
か
に
し
て
み
え
し
な
る
ら
ん
う
た
y

夢
よ
り
の
ち
は
物
を
こ
そ
お
も

へ

」

13
オ

し
中
の
た
え
ぬ

へ
き
か
な



180

 

は
な
も
又
わ
か
れ
ん
は
る
は
お
も
ひ
い
て
よ

   

(新
古
今

14
3
j

さ
き
ち
る
た
ひ
の
心
つ
く
し
を

(後
拾
M　
7
0
9
5

171

 

秋
と
い
へ
は
物
を
そ
お
も
ふ
山
の
端
に
い
さ

   

(新
勅
撰

2
2
D

よ
ふ
雲
の
夕
暮
の
空

172

 

な
か
む
れ
は
こ
ろ
も
手
す
x
し
久
か
た
の
あ

   

(新
古
今

3
2
D

ま
の
河
原
の
秋
の
夕
く
れ

173

 

き
り
の
葉
も
ふ
み
わ
け
か
た
く
成
に
け
り
か

   

(新
古
今

回
`
)

な
ら
す
人
を
ま
つ
と
な
け
れ
と

174

 

は
か
な
く
て
す
き
に
し
か
た
を
か
そ
ふ
れ
は

   

(
新
古
今

1
0
D

花
に
物
お
も
ふ
春
そ

へ
に
け
る

175

 

あ
か
つ
き
の
夕
つ
け
鳥
そ
あ
は
れ
な
る
な
か

   

(新
古
今
s
§

正
元
二
年
極
月
除
夜
於
燈
本
以
或
好
士

本
染
老
筆
寫
秀
歌
今
春
披
覧
之
處

専
除
臭
他
之
流
者
多
漏
無
雙
之
名
歌

唯
是
不
異
損
金
於
山
沈
珠
於
渕
撰
者

縦
雖
述
廉
正
之
-日
見
者
更
不
為
耳
同
之

翫
而
己

吾
嫡
旅
客

」

14
オ

て
を
か
ぬ
草
の
葉
そ
な
き

170

　

あ
り
ま
山
ゐ
な
の
さ
i
は
ら
風
ふ
け
は
い
て

そ
よ
人
を
わ
す
れ
や
は
す
る

五
辻
斎
院

179

 

か
さ
ど

ヒヘ け

ま
ち
わ
た
る
夜
に
成
ぬ

き
か
な

1　
誌

一

　

写
本

　

一
冊
。

一

　

所
蔵

　

岡
崎
市
祐
金
町
、
専
福
寺
。

177

 

な
に
か
い
と
ふ
よ
も
な
か
ら

へ
し
さ
の
み
や

   

(新
古
今

12
2
8
j

は
う
き
に
た

へ
た
る
命
な
る

へ
き

(新
勅
撰

吝
S

　

四
旬

「
お
も

へ
は
か
な
し
」
)

八
三

178

 

今
は
と
て
見
さ
ら
ん
秋
の
空
ま
て
も
お
も
ふ

は
か
な
し
夜
は
の
月
影

資
料
紹
介

 

歌
書
ふ
た
つ

殷
冨
門
院
大
輔

き
ね
ふ
り
を
お
も
ふ
枕
に

176

 

世
中
の
う
き
に
つ
け
て
も
な
か
む
れ
は
月
を

か
こ
つ
に
成
ぬ
へ
き
か
な

(下
段
。
勅
撰
集
は
国
歌
大
観

(旧
版
)
に
よ
る
。

私
歌
集
は
私
歌
集
大
成
に
よ
る
。)

(
〔
続
千
絃

`
コ
〕
)



八
四

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
五
号

一

　

蔵
書
印

　

な
し
。

一

　

大
き
さ

　

縦

謡
ら
×
横

ぶ
ら

り日
。

一

　

綴
じ
方

　

列
帖
装
。

一

　

表
紙

　

金
銀
ち
ら
し
霞
模
様
鳥
の
子
。

一

　

題
簸

　

表
紙
左
上
に
金
ち
ら
し
紙
に

「
三
諦
四
九
撰
」
と
あ
る
。

一

　

丁
数

　

十
五
丁
、
墨
付
十
三
丁
。

一

　

行
数

　

一
面
十
行
、
歌
人
名
、
歌

一
首
を
そ
れ
ぞ
れ

一
行
を
と
っ
て
書
く
。

一

　

内

・
尾
題

　

な
し
。

一

　

目
録

　

第
二
丁
オ
か
ら
三
丁
ウ
ま
で
、
二
段
に
俗

・
僧

・
女
と
し
て
歌
人
名
を

記
す
。
目
録
題

「
三
諦
四
九
撰
」
。

一

　

書
写
者

　

箱
書
に
よ
れ
ば
園
基
音
。
紙
質
等
か
ら
み
て
も
、
基
音
の
没
し
た
明

暦
元

(
一
六
五
五
)
年
前
後
の
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
書
写
者
も
園

基
音
で
よ
ろ
し
い
か
と
思
わ
れ
る
。

一

　

箱
書

　

斟
ら
X
回
ら

nヨ

の
桐
箱
の
ふ
た
中
央
に
う
ち
つ
け
に

「
三
諦
四
九

撰
」
と
あ
り
、
そ
の
右
下
に

「
筆
者
園
増
左
大
臣
基
音
公
」
と
あ
る
。

本
書
の
成
立
は
、
奥
書
に
よ
れ
ば
正
元
二

(
一
二
六
〇
)
年
以
前
で
あ
る
。
今
、

そ
の
成
立
年
次
を
考
え
る
手
が
か
り
と
し
て
、
本
書
所
収
歌
百
八
十
首
と
勅
撰
集
収

載
歌
と
の
関
係
を
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

1

　

古
今
和
歌
集

　

関
係
歌
人
八

　

十
八
首

2

　

後
撰
和
歌
集

　

初
出
歌
人

(含
増
基
)
三

　

九
首

3

　

拾
遺
和
歌
集

　

初
出
歌
人
六

　

十
七
首

4

　

後
拾
遺
和
歌
集

　

初
出
歌
人
八

　

十
八
首

5

　

金
葉
和
歌
集

　

初
出
歌
人
二

　

四
首

6

　

詞
花
和
歌
集

　

初
出
歌
人
二

　

三
首

7

　

千
載
和
歌
集

　

初
出
歌
人
七

　

十
五
首

8

　

新
古
今
和
歌
集

　

初
出
歌
人

一

　

四
十
九
首

9

　

新
勅
撰
和
歌
集

　

十
三
首

10

　

続
後
撰
和
歌
集

　

四
首

11

　

続
古
今
和
歌
集

　

十
首

12

　

続
拾
遺
和
歌
集

　

一
首

14

　

玉
葉
和
歌
集

　

二
首

15

　

続
千
載
和
歌
集

　

三
首

18

　

新
千
載
和
歌
集

　

一
首

19

　

新
拾
遺
和
歌
集

　

一
首

20

　

新
後
拾
遺
和
歌
集

　

一
首

勅
撰
集
未
載
歌

　

十
三
首

(た
だ
し
、
古
今
と
拾
遺
、
後
撰
と
拾
遺
に
重
出
す
る
歌
二
首
が
あ
る
)

こ
れ
を
み
る
と
、
正
元
元

(
一
二
五
九
)
年
後
嵯
峨
院
の
下
命
、
文
永
二

(
一
二

六
五
)
年
奏
覧
の

「
続
古
今
和
歌
集
」
を

一
つ
の
境
と
し
て
、
そ
れ
以
後
の
勅
撰
集

収
載
歌
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
作
者
が

「
新
古
今
和
歌
集
」

初
出
の
後
鳥
羽
院

(
一
二
三
九
年
崩
)
を
下
限
と
す
る
点
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
本
書
奥
書
の
正
元

二
年
か
ら
あ
ま
り
遡
ら
な
い
時
期
に
成

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。



そ
も
そ
も
本
書
の
題
で
あ
る

「
三
諦
四
九
撰
」
が
何
か
特
別
な
意
味
を
含
む
命
題

で
あ
る
の
か
ど
う
か
。
後
鳥
羽
院
の
給
題
に
よ
っ
て
建
仁
二

(
一
二
〇
二
)
年
に
催

さ
れ
た
歌
会
の
三
体
、
す
な
わ
ち

「
高
歌
」

　

「
痩
歌
」

　

「
艶
歌
」
に
よ
る
詠
歌
の
弁

別
が
、
本
書
に
採
ら
れ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
し
、
天
台
宗
で
説
く
と
こ
ろ
の
空

・

仮

・
中
の
三
諦
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
も
な
い
。
単
に
俗

・
僧

・
女
の
三
昧
を
示
す

も
の
と
思
わ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
三
十
六
歌
仙
、
後
六
六
撰
、
新
三
十
六
人
撰
な
ど
の

三
十
六
人
の
撰
集
を
、
俗

・
僧

・
女
の
三
つ
に
わ
け
、
各
十
二
名
、

一
人
五
首
づ
つ

の
秀
歌
撰
と
し
て
編
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

三
十
六
歌
仙
は
人
麿
、
業
平
、
僧
正
遍
昭
、
小
野
小
町
、
紀
貫
之
、
壬
生
忠
岑
、

素
性
、
伊
勢
、
斎
宮
女
御
、
中
務
、
の
十
名
、
後
六
六
撰
歌
人
は
、
道
信
、
実
方
、

僧
基
、
恵
慶
、
道
命
、
能
因
、
馬
内
侍
、
和
泉
式
部
、
赤
染
衛
門
、
紫
式
部
、
相
模

の
十

一
人
、
新
三
十
六
人
撰
歌
人
は
良
経
、
定
家
、
家
隆
、
慈
円
、
式
子
内
親
王
、
の

五
人
で
あ
る
。
そ
の
他
に
、
中
古
六
歌
仙
や
新
六
歌
仙
を
み
る
と
、
俊
頼
、
俊
恵
、

西
行
な
ど
が
入
る
が
、
経
信
、
良
遥
、
行
尊
、
寂
蓮
、
大
弐
三
位
、
殷
冨
門
院
大
輔

と
い
っ
た
い
ず
れ
に
も
含
ま
れ
な
い
歌
人
も
い
る
。
俗

・
僧

・
女
を
同
数
ず
つ
集
め

た
た
め
、
僧
は
、
広
く
、
俗
は
狭
く
撰
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
俗
に
六
条
藤
家
の
歌
人
が
全
く
含
ま
れ
ず
、
俊
成
も
は
ず
さ
れ
て
い
る
の
に
、

六
条
源
家
の
三
代
全
て
が
含
ま
れ
て
い
る
の
は
、
奥
書
に

「
専
除
異
他
之
流
」
と
し

て
、
撰
者
が
撰
者
に
あ
た
っ
て
自
ら
の
流
と
異
な
る
歌
人
達
を
除
外
し
た
と
し
て
い

る
の
と
呼
応
し
て
い
る
と
も
思
わ
れ
る
。
さ
き
に
挙
げ
た
勅
撰
集
と
の
関
係
で
も
、

二
条
為
家
の
撰
進
し
た

「
続
後
撰
和
歌
集
」
所
載
歌
が
四
首
し
か
な
く
、
為
家
の
外

資
料
紹
介

　

歌
書
ふ
た
つ

に
基
家
、
家
良
、
行
家
、
真
観
の
加
わ

っ
た

「
続
古
今
和
歌
集
」
所
載
歌
が
十
首
あ

る
の
は
、
そ
の
あ
た
り
の
事
情
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
書
所
収
歌
の
う
ち
、
続
古
今
和
歌
集
以
下
の
勅
撰
集
の
入
集
歌
と
、
未
載
歌
の

う
ち
で
、
全
く
私
歌
集
等
に
含
ま
れ
て
い
な
い
も
の
(
5
・
15
・
18
・
95
・
176
)
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
歌
が
何
に
拠

っ
て
本
書
に
入
れ
ら
れ
た
の
か
、
ま
た
、
斎
宮
女
御
の
134

・

135
が
村
上
天
皇
の
歌
で
あ
る
よ
う
に
、
作
者
は
必
ず
し
も
正
し
く
な
い
、
こ
れ
も
何

に
拠

っ
た
の
か
は
、
不
明
で
あ
る
。

書
誌

一

　

写
本

　

一
冊
。

一

　

所
蔵

　

岡
崎
市
祐
金
町
、
専
福
寺
。

一

　

蔵
書
印

　

な
し
。

一

　

大
き
さ

　

縦

2
2
　0
×
横

以
ら

n
日

一

　

綴
じ
方

　

列
帖
装
。

一

　

表
紙

　

金
泥
絵
紺
紙

(後
補
)
。

一

　

外
題

　

な
し
。

一

　

丁
数

　

七
帖
、
現
存
九
十
五
丁
、
第

一
帖
の
最
初
二
丁
と
最
終

一
丁
が
欠
落
し

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
各
帖
七
葉
十
四
丁
。

「
古
今
和
歌
集
」
は
、
第

一
帖
~
第
六
帖
。
欠
落
部
分
は
目
録
あ
る
い
は
序

八
五

I

　

古
今
和
歌
集

・
伊
勢
物
語
難
義
注



一一

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
五
号

の
注
と
、
巻
第
三
の
152
番
歌
の
注
の
後
半
か
ら
160
番
歌
ま
で
で
あ
る
。

「
伊
勢
物
語
難
義
注
」
は
第
七
帖
。

行
数
、

「
古
今
和
歌
集
」

一
面
十
~
十

一
行
、

一
行
二
十
字
前
後
。

「
伊
勢
物
語
難
義
注
」

　

一
面
九
~
十
二
行
、

一
行
十
八
字
前
後
。

内
題

　

各
巻
頭
に
、

「
古
今
和
認
集

　

第
式
」
等
と
す
る
。

「
伊
勢
物
語
難
義
注
」
は
内
表
紙
が
あ
る

(翻
刻
参
照
)
が
内
題
は

「
伊
勢

物
語
難
義
注
」

目
録

　

「
古
今
和
歌
集
」
現
存
せ
ず
。

「
伊
勢
物
語
難
義
注
」
な
し
。

奥
書

　

「
古
今
和
歌
集
」
第
六
帖
の
第
十
二
丁
ウ
。
于
時
正
中
二
年
九
月
廿
四

日
於
綾
小
路
酉
洞
院
沙
門
範
空
/
書
写
之
【為
中
風
間
口
】筆
見
也
春
秋
廿

一
貴
陥

同
じ
く
第
六
帖
の
第
十
四
丁
ウ
。

朱
〔正
中
一石
が
九
月
廿
五
日
ぴ
鮎
之
了
同
日
一校
了
〕

後
見
仁
之
法
累
之
群
数
自
他
為
廻
向
念
佛
十
反
帰
志
無
量
1　
覚
/
時
也
正
仲

第
二
之
暦
窮
和
三
七
之
侯
於
綾
小
路
西
洞
院
桑
門
範
空
/
書
写
之
了
此
本
者

自
身
雖
不
口
傅

一
流
之
師
資
不
違
相
傅
/
然
之
間
写
之
了
雖
為
悪
筆
不
顧
恥

漸
窮
穐
三
七
之
天
始
之
/
同
月
四
六
之
日
が
書
之
了
同
日

一
交
之
了
範
空
仏

子
齢

/
後
見
人
之
相
構
t
よ

一
流
之
相
傅
也
他
流
之
人
見
者
又
可
膀
之
其
仰
者
/
悲
外
早
富
世
人
者
為
匝

―

岨
故
敵
誹
膀
之
衆
者
勝
千
一悪
五
/
逆
弘
法
大
師
尺
見
タ
リ
努
力
t
l
外
見
無

-

益
穴
賢
t
k

八
六

と
あ
る
。
前
者
の

「
為
中
風
」
以
下
は
、
墨
色
も
違
い
、
あ
る
い
は
別
人
の

手
か
と
も
思
わ
れ
る
。

「
伊
勢
物
語
難
義
注
」
な
し
。

一

　

筆
跡

　

「
古
今
和
歌
集
」
は
奥
書
に

一
校
了
と
あ
る
よ
う
に
、
朱
筆
で
濁
点
、

合
点
と
朱
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。
他
に
あ
き
ら
か
に
後
筆
と
思
わ
れ
る
稚
拙

な
書
き
込
み
と
、
範
空
の
手
に
な
る
と
思
わ
れ
る
片
仮
名
書
き
の
私
見
の
書

き
入
れ
が
あ
る
。

「
伊
勢
物
語
難
義
注
」
は
、

「
同
時
代
の
女
房
の
次
第
」
に
後
筆
の
1　
き
込

み
が
集
中
す
る
。

イ

　

本
1　
は
、

「
古
今
和
歌
集
」
の
抜
粋
注
釈
書
で
あ
る
。
書
写
者
範
空
は
、
歌

人
と
し
て
は
、
わ
ず
か
に

「
新
拾
遺
和
歌
集
」
巻
第
十
八
雑
歌
上
に
。

題
し
ら
ず

　　　　

範
空
上
人

一
七

一
八

　

い
と
と
猶
ゆ
き
ゝ
も
絶
え
て
世
を
い
と
ぶ
山
の
か
ひ
あ
る
庭
の
し
ら
雪

の
一
首
を
残
す
の
み
で
あ
る
。
殆
ど
同
じ
時
代
に
、
浄
土
宗
黒
谷
の
光
明
寺
の
第
七

世
に
範
空
な
る
人
物
が
存
し
て
い
た
事
は
知
ら
れ
る
が
、
同

一
人
で
あ
る
か
ど
う
か

は
定
め
ら
れ
な
い
。

古
今
集
の
中
世
注
釈
に
つ
い
て
は
、
昨
今
、
研
究
が
進
め
ら
れ
て
は
い
る
が
、
お

そ
ら
く
亜
流
に
過
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
本
書
の
内
容
は
、
全
文
の
翻
刻
を
要
す
る
と

は
思
え
な
い
。
本
1　
の
形
態
を
示
す
為
に
、
三
鳥
に
つ
い
て
の
注
釈
部
分
を
挙
げ
る

¥も

ゝ
ち
と
り
さ

へ
づ
る
は
る
は
も
の
ご
と
に

　

あ
ら
た
ま
れ
ど
も

・
わ
れ
ぞ
ふ

28
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り
ゅ
く

も
ゝ
ち
と
り
は

・
う
く
ひ
す
也

・
百
千
鳥
と
も

・
か
ら
く
に
に
も
申
也

・
此
に

を
ら
せ
て

・
も
ゝ
ち
ど
り
と

・
い
ふ
也

春
は

・
も
の
ご
と
に

・
あ
た
ら
し
く

・
な
れ
ど
も

・
身
は

・
ふ
り
行
と

・
い
ふ

し
を

　　

り
モ、千鳥卜(春夕こ
=
一ウヲヽ
カナタニモロく
ノトリノヤ(ラキナクロ也万葉

、
よ

　

よ
め
I

ニ
(
I七
ヽ
チ
ト
リ
ト
モ
ヨ
ミ
又
エ
ノ
ミ
モ
リ
(
ム
モ
ヽ
チ
ト
リ
(
ナ
ケ
ト
ヽ
モ
ヨ
メ
リ
ョ
ロ
ツ
ノ

29

　

を
ち
こ
ち
の
た
っ
き
も

・
し
ら
ぬ
や
ま
な
か
に

と
は
た
つ
き
も

・
し
ら
ぬ
と
は

・
た
よ
り
も

・
し
ら
ぬ
也

遠
近
と
か
け
り

・
を
ち
と
は

・
ほ
か
也

・
こ
ち
と
は

・
こ
X　
4
j
S

よ
ふ
こど
り
と
は
・さ
ま
く
に
・傅
とも
・は
こど
り
の事
也

新
古
今
西
可
云
フ
ル
(
タ
ノ
ソ
(
ノ
タ
ツ
キ

ニ
ヰ
片
(
ト
ノ
ト
モ
ヨ
フ
コ
エ
ノ
ス
コ
キ
ユ
フ
ク
レ
此

ノ
タ
ツ
キ
(
穴
木
也
タ
ツ
キ
ト
(
タ
ツ
キ
ナ
キ
コ
ト
ヲ
云
也
万
葉
=
(
便
ト
カ
キ
テ
タ
ツ
キ
ト
ヨ
メ
リ

ま
な
つ
る
の
あ
し
け
の
こ
ま
や
な
か
ぬ
し
の
我
か
前
ゆ
か
は
あ
ゆ
み
と
ゝ
ま
れ

が
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

口

　

本
書
の
最
も
特
徴
的
な
点
は
第
七
帖
目
に

「
伊
勢
物
語
難
義
注
」
が
合
綴
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
第
六
帖
の
十
二
丁
ウ
の
最
初
に
識
さ
れ
た
奥
書
に
続
け

て
、
十
三
丁
ウ
か
ら
十
四
丁
ウ

ー
行
目
ま
で
に
、
万
葉
集
と
古
今
集
か
ら
続
千
載
集

ま
で
の
勅
撰
集
の
集
名
と
、
歌
数
、
下
命
者
、
撰
者
が
記
さ
れ
、
さ
ら
に
二
行
目
に

金
玉
集
、
六
帖
と
私
撰
集
が
記
さ
れ
、
次
の
行
か
ら
は
二
つ
め
の
奥
1　
と
な

っ
て
い

る
。

一
方

「
伊
勢
物
語
難
義
注
」
の
方
に
は
内
表
紙
に
、
新
撰
随
脳
、
和
歌
論
義
、

諸
国
歌
枕
、
深
窓
秘
集
、
朗
詠
和
歌
集
、
和
歌
九
品
、
和
歌
十
五
番
、
新
朗
詠
、
新

三
十
六
人
、
知
顕
抄
、
続
詞
花
集
、
牧
笛
記
、
奥
義
抄
、

一
字
抄
、
初
学
抄
、
類
聚

題
林
抄
、
袋
造
紙
、
五
葉
集
、
後
十
五
番
、
難
後
拾
、
歌
苑
抄
、
伊
勢
物
語
、
大
和

物
語
、
童
蒙
抄
と
い
っ
た
私
撰
集
、
歌
論
書
が
、
表
紙
の
題
目
以
外
の
殆
ど
を
埋
め

て
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
筆
跡
は

一
部
の
書
き
込
み
を
除
い
て
範
空
の
も
の
と
思
わ

れ
る
。
範
空
に
よ

っ
て

「
古
今
和
歌
集
」
注
と

「
難
義
注
」
が
合
綴
さ
れ
、
そ
の
余

白
部
分
に
右
に
挙
げ
た
よ
り
な
歌
書
類
の
題
が
記
さ
れ
て
い
っ
た
か
、
最
初
か
ら
、

「
古
今
和
歌
集
」
注
の
後
ろ
の
余
白
に
内
表
紙
を
新
に
1　
い
て

「
難
義
注
」
を
書
い

た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
現
在
離
れ
て
い
る
最
終
丁
の
オ
モ
テ
と
そ
の
前

の
第
十
三
丁
の
ウ
ラ
と
が
最
も
よ
く
変
色
し
て
い
る
の
で
、
合
綴
さ
れ
た
後
、
案
外

早
い
時
期
に
「
古
今
和
歌
集
」
と
「
難
義
注
」
と
に
わ
け
ら
れ
、
そ
の
時
と
れ
た

「
難

義
注
」
の
最
終
丁
を
上
に
載
せ
て
置
か
れ
て
い
た
の
か
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
が
本
書

を
見
た
時
に
は
、
最
終
丁
は

「
難
義
注
」
内
表
紙
の
前
に
ゼ
ム
ク
リ
。
プ
で
と
め
ら

八
七

〔読
点

・
濁
点
及
び

(

　

)
に
入
れ
な
い
平
仮
名
の
読
み
は
朱
書
、

(

　

)

に

入
れ
た
平
仮
名
の
読
み
は
後
筆
、
片
仮
名
の
読
み
は
筆
写
と
同
じ
墨
と
思
わ

れ
る
。
〕

と
あ
る
。
本
1　
の
歌
の
配
列
は
、
「
国
歌
大
観
本
」
と
比
す
と
、
巻
第
十
の
450
と
451
、

456
と
460
、
巻
第
十
三
の
637
と
638
、
巻
第
十
五
の
785
と
787
が
逆
転
し
て
い
る
。
巻
第
十

四
の
739
番
歌
の
か
わ
り
に
、
異
本
所
載
歌
、

資
料
紹
介

　

歌
書
ふ
た
つ

¥

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(
か
り
)

208

　

わ
が
ゝ
ど
に
い
な
お
ふ
せ
ど
り
の
な
く
な

へ
に

・
け
さ
ふ
く
か
せ
に
雁
は
き
に

‘
’

(

　　　　　　　　　　　　　

¥

け
り

　　

是
は
庭
・
だ
と



一 一- 一

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
五
号

れ
て
い
た
。

片
桐
洋

一
氏
が

『
伊
勢
物
語
の
研
究

〔資
料
篇
〕
』

　

(昭
和
五
十
年
十
月

・
明
治

書
院
)
に
翻
刻
さ
れ
た

「
伊
勢
物
語
難
義
注
」
と
比
す
る
に
少
し
く
内
容
が
異
な

っ

て
い
る
。
氏
が
解
題
に
示
さ
れ
た
鉄
心
斎
文
庫
本
と
項
目
数
は

一
致
す
る
。
氏
は
鉄

心
斎
文
庫
本
を
、

「
室
町
時
代
の
、
お
そ
ら
く
は
永
享

・
文
明
頃
の
1　
写
と
し
て
ょ

か
ろ
う
。」
と
さ
れ
て
い
る
が
、

本
書
は

正
中
を
あ
ま
り
下
ら
な
い
時
期
の
書
写
之

思
わ
れ
る。
た
だ
し、鉄
心斎
文
庫
本
と
は、
「同
時
代
の人
く
の事
」
と
「同

時
代
の
女
房
の
次
第
」
の
位
置
が
異
な
り
、
桃
園
文
庫
本
の
二
十
項
目
ま
で
と
同
じ

配
列
に
な

っ
て
い
る
。

項
目
を
挙
げ
て
お
く
と
、

八
八

業
平
の
氏
文
の
次
第

同
時
代
の人
く
の事

同
時
代
の
女
房
の
次
第

伊
勢
物
語
と
い
ふ
事

五
節
中
将
と
云
事

う
ひ
か
ふ
り
と
い
ふ
事

か
い
ま
む
と
い
ふ
事

な
か
め
く
ら
し
っ
と
云
事

む
め
ら
の
や
と
と
X
事

ひ
し
き
物
と
い
ふ
市

と
ふ
ほ
た
る
と
い
ふ
事

一

　

あ
く
だ
河
と
い
ふ
事

一

　

を
に
ひ
と
く
ち
に
く
い
て
け
り
と
云
事

一

　

つ
け
の
く
し
と
云
事

一

　

ぬ
き
す
と
い
ふ
事

一

　

あ
つ
さ
弓
と
云
事

一

　

月
や
あ
ら
ぬ
と
い
ふ
事

一

　

つ
万

一

　

風
ふ
け
は
と
云
事

一

　

た
の
む
の
か
り
と
い
ふ
事

本
文
翻
刻

表
紙

二
位
宮
内
卿
傅
流
也

伊
勢
物
語
難
義
注

沙
門
範
空
法
師
山
一

一 一- - 一 一一

本
文

伊
勢
物
語
難
義
注
【四
四
匹
習
家
゛
″
″
;
卜
】蚕
鶏
忠

一
業
平
の
氏
文
の
次
オ

1　
業
平
は
平
成
天
王
の
旁
四
の
皇
子
阿
保
親
王
の
旁
五
の
子
也

　

桓
武
天
王
の
旁

八
の
娘
伊
豆
の
内
親
王
の
子
也
又
か
つ
ら
の
内
親
王
と
も
い
ふ
な
り

天
長
貳
年
皿

は
し
め
て
生
す
淳
和
天
王
の
御
時
七
歳
に
て
童
殿
上
し
て
深
草
の
御
門
」
い
の
御



幸
の
時
可
の
御
感
に
ょ
り
て
仁
和
の
中
将

七
も
い
ふ
也
陽
成
院
の
御
即
位
の
初
ま

て
八
十
余
に
て
亡
早
ぬ
彼
墓
大
和
國
ふ
る
の
郡

在
原
寺
と
云
は
是
な
り

一同
時代
の人
く
の事

な
か
ら
の
中
納
言
認
萱
認
貿
伊

な
り
ひ
ら
の
い
も
う
と
な
り

(
t
一
)

　

か
こ
(認
町
。良
彦
輩
や
と

さ
う
こ
詔
謔
茄
喰
ぷ
。

ぎ
ん
ほ
ん
に
よ
さ
ん
く
う

三
品
女
三
宮

一丿
一

　

た
か
や
す
の
を
ん
な

子
す
み
よ
し
の
か
ん
ぬ
し
の
む
す
め

う
ち
こ
谷
賤
。よ
り
。
」
]̈

八
筑
紫
染
河
女
こ
れ
に
は
名
な
し

(
九
中
納
言
行
平
女
清
和
更
衣
貞
員
親
王
母
)

よ
し
ふ
さ
の
大
政
大
臣
鈷
麗
皆
ツ
包

」

に

基
経
大
政
大
臣
鯛
皿y
l

四
条
大
納
言
就
飴
大9

さ
う
を
う
和
尚

大
納
言
紀
の
有
常

慶
尊
法
印
行
平
子
也

参
義
治
1
卿
も
ろ
き
頴
。 み

こ
の
御
時

¥せ
り
河
の
行

一
同
時
代
の
女
房
の
次
才

(
四
)

　

順
子
后
昌
司
;

(五)
説子の后訳
H
。)

(
七
)

　

門
ぢ
ぴ
一肘
ぎ

く
ん
し
内
親
王
緯
片
尹

(

一

)

　

あ
こ
き
の
あ
り
っ
ね
の
む
す
め

(
十
‘
一

　

大

和

守

継

隠

女

伊

勢

と

い

ふ
)

ヒ

ヒ

　

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

(吉

　

ほ
こ
鵠
詔
賢
一四驚
―

(
十
)

　

幾
こ
四
条
大
納
冒
の
む
す
め

(

中
納
冒
昇
女
め
っ
ら
し
の
ま
へ
と
い
ふ
)

ま
す
こ
小
町
お
む
す
め

(
三
)

　

小
野
小
町
に
蛸
り
司
良
家
女
)

(
六

　

紀
中
納
言
長
谷
雄
女
遠
紀
の
女
―
い
二
)

(
二

)

　

昭
子
の
后
孤
貼
お
弓

よ
し

こ
を
な
し
き
む
す
め

な
ら

こ
こ
れ
た
か
の
む
す
め

時
み
か
さ
山
の
臨
時
の
祭
の
つ
か
ひ
を
う
け
給
は
る
か
る
か
ゆ
ゑ
に
大
内
よ
り
れ

う
の
御
す
か
た
に
て
い
て
し
と
き
す
き
ひ
た
ひ
の
か
ふ
り
を
給
は
る
又
五
郎
の
伶

人
た
ち
し
ゆ
ゑ
に
し
の
ふ
す
り
の
を
み
の
衣
を
き
た
り
し
な
り
承
和
拾
肆
季
に
内

の
蔵
人
に
ふ
し
て
初
在
原
の
姓
を
給
る
か
る
か
ゆ
ゑ
に
在
中
将
。
は
い
ふ
也

又
貞

ゑ
し
の
内
親
王
べ
yEベ
ル
に

さ
な
は
り
給
ふ

に
ん

　　　

か

た

の

　　

み

か
り

　

く

ふ

　　　　　

オ

観
貳
年
右
馬
頭
に
任
し
て
交
野
の
御
狩
に
供
奉
せ
り
き
」
2
惟
高
の

也
同
七
年
に
北

祭

の
使
を
承

　　

故

　

に
近
衛
の
中
将
七
a
い
ふ
也

|

4 オ

|

3 オ

た
ひ
ね
や
す
ら
ん
あ
ら
き
は
ま
沿
に

資
料
紹
介

　

歌
書
ふ
た
つ

八
九

源
至

こ
れ
た
か
の
親
王
文
徳
子
也

一
伊
勢
物
語
と
い
ふ
事

よ
し
す
け
の
左
大
臣
簾
昌
?

國
経
大
納
言
基
経
を
t

行
平
中
納
言
鉾
紡
』゙

智
澄
大
師

昔
こ
の
物
語
を
東
宮
の
御
可
に
て
つ
く
ら
れ
け
る
時
ゆ
る
さ
れ
色
き
た
る
女
房
の

を
と
な
し
き
か
か
け
を
ひ
か
け
た
る
い
て
き
た
り
て
い
み
し
く
此
物
語
つ
く
ら
せ

給
物
か
な
斑
二
首
い
る
へ
き
よ
し
を
い
ひ
け
れ
は
い
つ
く
よ
り
た
れ
人
の
か
く
は

の
給
ふ
そ
と
い
ゑ
は
返
事
は
な
く
て
此
爵
を
い
ひ
け
り

神
風
や
伊
勢
の
は
ま
を
き
を
り
は
へ
て

監
-れ診
祗
(瓦
)

遍
照
僧
正
四
頂
詔
琵
9
」

小
僧
都
散
1
　器
琵



ヒぬな
ヒヘ ま

lき し

お
も
ふ
こ
と
い
は
て
や
た
ら
に
や
み

わ
れ
と
ひ
し
き
人
も
な
け
れ
は
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の
ま
よ
り
見
れ
は
か
い
ま
む
と
は
云
也
さ
て
を
と
こ
心
も
あ
く
か
れ
て
き
た
り
け

る
し
の
ふ
す
り
の
か
り
き
ぬ
」
に
の
す
そ
を
き
り
て
此
寄
を
か
き
て
参
け
り

か
す
か
の
き

し
の
ふ
の
み
た
れ
か
き
り
し
ら
れ
す

か
く
か
き
て
こ
の
み
と
い
ふ
童
し
て
参
せ
け
り
こ
れ
を
き
さ
き
た
ち
御
覧
し
て
あ

は
れ
と
や
お
ほ
し
け
ん
御
ま
ゑ
に
さ
ふ
ら
ひ
け
る
き
の
あ
こ
に
お
ほ
せ
て
御
返
事

あ
り
あ
こみ

ち
の
く
の
し
の
ぶ
も
ち
す
り
た
れ
ゆ
ゑ
に

み
た
れ
そ
め
に
し
我
な
ら
な
く
に

こ
れ
を
う
ち
X
の
と
い
ふ
は
し
た
物
に
て
を
く
ら
れ
け
り
此
寄
は
か
は
ら
の
大
臣

の
脊
と
は
い
ゑ
と
も
よ
の
き
こ
ゑ
み
く
る
し
と
て
か
く
は
」
い
い
ふ
な
り
后
た
ち

と
申
は
め
い
こ
の
き
さ
き
し
ゅ
ん
こ
の
き
さ
き
き
こ
の
后
よ
し
こ
な
ら
こ
ま
す
こ

さ
う
こ
あ
こ
た
ち
の
事
な
り
又
か
の
ま
め
を
と
こ
は
其
時
の
ま
っ
り
の
っ
か
ひ
に

て
あ
り
し
也

一
な
か
め
く
ら
し
っ
と
云
事

昔
西
の
京
に
め
い
こ
の
后
す
み
給
ひ
け
る
時
ま
め
を
と
こ
し
の
ふ
す
り
の
ひ
て
か

ふ

　　　　　　　　　　　　　

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

よ
ひ
け
る
ころ
は
る
さ
め
ひく
ら
し
のり
て
ぃ
と
っれ
く
な
る
を
り
し
も
此
斑

を
男
よ
み
て
参
せ
け
り

を
き
も
せ
す
ね
も
せ
て
ょ
を
あ
か
し
て
は

は
る
の
物
と
て
な
か
め
く
ら
し
っ
」
い

こ
の
班
の
心
は
よ
る
も
う
ち
ぬ
る
事
な
け
れ
は
お
き
も
せ
す
又
ね
も
せ
て
ょ
る
を

う
ひ
か
ふ
り
と
い
ふ
事

1　
ふ
か
く
さ
の
御
門
の
御
時
か
す
か
の
り
ん
し
の
ま
つ
り
の
つ
か
ひ
を
な
り
ひ
ら

う
け
給
は
り
て
大
内
よ
り
れ
う
の
御
す
か
た
に
て
い
て
し
時
す
き
ひ
た
い
の
か
ふ

り
を
給
は
り
し
故
に
」
?

は
る
事
な
し
業
平
計

は
し
め
て
給
は
る
ゆ
ゑ
に
う
ゐ
か
ふ
り
と
云
也

又
も
と
よ

り
殿
上
し
て
殿
上
に
て
元
服
せ
し
か
は
う
ゐ
か
ふ
り
と
は
い
ふ
な
り

一
か
い
ま
む
と
い
ふ
事

昔
か
す
か
の
や
し
ろ
に
け
ん
ふ
つ
の
あ
り
し
時
后
た
ち
さ
し
き
を
う
た
せ
て
御
覧

。

00

。

し
け
る
と
き
ま
め
を
と
こ
い
か
き
の
は
さ
ま
よ
り
の
そ
き
て
か
ひ
ま
見
け
り
か
き

か
く
い
ひ
て
た
ち
け
る
を
袖
を
ひ
か
ゑ
て
と
ひ
け
れ
は
我
は
伊
勢
よ
り
の
御
使
な

り
と
い
ひ
て
か
き
け
つ
や
う
に
う
せ
に
け
り
さ
て
は
大
神
宮
よ
り
の
御
使
と
心
え

て
伊
勢
物
語
と
な
つ
け
け
る
な
り

一
五
郎
中
将
と
云
事

む
か
し
と
よ
の
あ
か
り
の
節
會
の
業
平
は
伶
人
に
て
し
の
ふ
す
り
の
を
み
の
衣
を

き
て
る
り
た
ん
の
ま
ひ
を
せ
し
時
五
節
の
く
し
を
」
に
お
ほ
く
も
ち
た
り
け
る
を

を
と
す
を
后
御
覧
し
て
つ
け
さ
せ
給

へ
る
な
り
五
は
五
節
の
五
也
郎
は
櫛
と
い
ふ

文
字
の
つ
く
り
な
る
ゆ
ゑ
に
五
郎
と
は
い
ふ
也
く
し
と
い
ふ
文
字
の
木
の
な
き
は

郎
と
よ
む
な
り
さ
て
こ
そ
く
し
を
と
し
の
へ
い
し
う
と
は
い
ふ
な
り
伶
人
と
舞
人

な
り

一
う
ひ
か



紅
し
て
は
た
ゝ
そ
な
た
の
か
た
を
の
み
な
か
め
て
た
ち
く
ら
し
つ
と
い
ふ
心
な
り

か
く
ゆ
ふ
心
は
雲
の
上
と
は
殿
上
を
い
ふ
な
り
秋
風
た
ち
ぬ
と
は
人
の
こ
ひ
し
き

事
い
っ
も
か
は
ら
ね
と
あ
き
か
せ
ふ
き
ぬ
れ
は
い
と
は
た
さ
む
く
人
の
こ
ひ
し
き

事
も
ま
さ
り
て
お
ほ
ゆ
る也
な
か
月
のね
さ
め
にも
し
か
のね
む
し
の
こゑ
く

」
″
す
た
く
に
も
和
ゝ
の
こ
の
は
の
ち
り
ま
か
ふ
を
見
て
も
秋
は
す
ゝ
ろ
に
あ
は

れ
ま
さ
る
ゆ
ゑ
に
あ
き
の
心
と
か
き
て
は
う
れ
ゑ
と
よ
む
也
か
ゝ
れ
は
人
も
こ
と

恋
し
き
と
は
い
ふ
な
り

一
あ
く
た
河
と
い
ふ
事

こ
れ
は
あ
ま
た
の
河
あ
り
と
い
ゑ
と
も
ま
こ
と
に
は
大
極
殿
の
中
に
み
か
は
と
い

ふ
か
は
を
い
ふ
也
昔
は
大
極
殿
に
国
王
を
は
し
ま
し
X
4
11
　
も
河
を
う
け
て
北

野
よ
り
ほ
り
を
と
し
た
り
し
河
也
千
里
や
ま
あ
く
だ
河
と
て
内
裏
の
中
也
む
か
し

た
か
こ
の
后
を
ま
め
を
と
こ
ぬ
す
み
い
て
ゝ
月
く
ま
な
き
よ
か
は
を
」
い
わ
た
り

し
に
露
を
御
覧
し
て
し
ら
た
ま
か
な
に
そ
と
ゝ
ひ
給
ひ
け
る
も
此
河
の
事
な
り
と

も
の
み
や
す
っ
こ
か
あ
さ
き
よ
め
す
る
と
て
花
紅
葉
も
ち
り
あ
く
た
も
は
き
あ
っ

め
て
な
か
す
ゆ
ゑ
に
あ
く
だ
河
と
は
云
也
さ
れ
は
あ
る
人
は
な
に
て
う
の
い
て
な

か
る
X
を
見
て
よ
め
る

た
り
ぬ
れ
は
の
ち
は
あ
く
た
と
成
花
を

お
も
ふ
も
し
て
ま
か
ふ
て
う
哉

一
を
に
ひ
と
く
ち
に
く
ぃ
て
け
り
と
云
事

昔
た
か
こ
の
后
を
ぬ
す
み
い
て
ゝ
ま
め
を
と
こ
行
け
る
夜
雨
あ
ら
く
ふ
り
て
神
な

り
し
て
道
も
く
ら
く
」
い
行
末
も
お
ほ
え
さ
り
け
れ
は
道
の
へ
の
ふ
る
御
堂
に
と

ゝ
ま
り
て
を
く
に
は
女
を
ど

九

一

は
る
の
も
の
と
て
そ
の
時
め
い
こ
の
后
は
春
宮
の
み
や
す
可
と
申
し
か
は
と

う
と
は
は
る
の
宮
と
か
く
故
に
は
る
の
物
と
は
云
也

一
む
め
ら
の
や
と
X
云
事

恋
す
る
や
と
を
は
か
く
い
ふ
な
り
す

へ
て
物
お
も
ふ
や
と
を
い
ふ
な
る
へ
し
又
あ

れ
た
る
や
を
も
い
ふ
事
も
あ
り
あ
れ
た
る
と
こ
ろ
に
は
か
な
ら
す
む
く
ら
と
い
ふ

く
さ
の
を
う
る
」
y
ゆ
ゑ
に
か
く
い
ふ
な
る

へ
し

一
ひ
し
き
物
と
い
ふ
事

こ
れ
は
ふ
た
つ
の
義
あ
り

一
に
は
国
王
の
や
と
ら
せ
給
ふ
御
枕
の
し
た
に
は
ひ
し

き
物
と
て
を
り
物
に
し
き
な
と
を
し
か
る
χ
な
ら
ひ
に
て
あ
る
や
う
に
我
ぬ
る
に

は
袖
を
こ
そ
ひ
し
き
物
に
は
す
れ
と
い
ふ
心
也

一
に
は
ひ
し
き
物
と
云
事
あ
り
か

の
ひ
し
き
物
云
は
う
み
の
そ
こ
に
を
う
る
も
の
な
れ
は
い
つ
も
ぬ
れ
て
の
み
あ
る

と
い
ふ
心
也
さ
れ
は
可
に
も

お
も
ひ
あ
ら
は
む
く
ら
の
や
と
に
ね
も
し
な
ん

ひ
し
き
物
に
は
袖
を
し
つ
y

一
と
ふ
ほ
た
る
と
い
ふ
事

昔
た
か
こ
の
き
さ
き
く
ら
ひ
に
そ
な
わ
り
給
て
人
も
ふ
み
も
か
よ
ふ
へ
き
と
こ
ろ

な
ら
ね
は
お
も
ふ
な
か
ら
か
く
し
て
す
き
け
る
こ
ろ
ほ
た
る
の
と
ふ
を
見
て
を
と

こ
此
寄
を
塙
け
り

飛
ほ
た
る
雲
の
う
ゑ
ま
て
行

へ
く
は

秋
阻
た
ち
ぬ
か
り
に
つ
け
こ
せ

資
料
紹
介

　

歌
書
ふ
た
っ

う
く



九
二

へ
る
な
り我

は
か
り
物
お
も
ふ
人
は
ま
た
も
あ
ら
し
と

思

へ
は
水
の
し
た
に
も
あ
り
け
り

此
班
は
業
平
を
恋
給
ひ
て
あ
そ
は
し
け
る
な
り
は
X
4
4
Jて
は
ら
た
ち
て
ぬ
き
す

を
す
て
i
た
ち
に
け
り
と
い
ふ
也
ぬ
き
す
と
は
后
の
か
ね
つ
け
て
あ
ら
ひ
給
ふ
と

き
手
洗
に
敷
す
を
い
ふ
な
り
水
を
ち
ら
さ
し
れ
う
也
后
の
ほ
か
た
の
人
こ
れ
を
し

く
こ
と
な
し
を
り
し
も
ま
め
を
と
こ
た
ち
聞
て
か
く
図
」
四
圓

み
け
る

I

　

-

み
な
く
ち
に
我
や
見
ゆ
ら
ん
河
つ
さ
ゑ

水
の
し
た
に
て
も
ろ
こ
ゑ
に
な
く

一
あ
つ
さ
弓
と
云
事

昔
を
と
こ
ゐ
中
わ
た
ら
ひ
ゑ
行
と
て
を
ん
な
に
い
ふ
や
う
も
し
我
み
と
せ
ま
て
か

ゑ
り
こ
す
は
に
ゐ
ま
く
ら
せ
よ
と
い
ひ
を
き
て
い
に
け
り
す
て
に
み
と
せ
ま
て
こ

さ
り
け
れ
は
今
夜
に
ゐ
枕
せ
ん
と
し
け
る
夜
を
と
こ
か
ゑ
り
き
て
か
と
を
た
ゝ
く

に
女
う
ち
よ
り
此
班
を
い
は
せ
け
り

あ
ら
た
ま
の
と
し
の
三
年
を
ま
ち
わ
ひ
て

た
ゝ
今
夜
こ
そ
に
ゐ
枕
す
れ

こ
れ
を
男
き
ゝ
て
内

へ
も
い
ら
す
し
て
門
よ
り
す
く
る
と
て
此
返
事
に
よ
み
け
り

あ

つ
さ
弓
ま
ゆ
み
つ
き
弓
と
し
を

へ
て

わ
か
せ
し
か
こ
と
う
る
は
し
み
せ
よ
」
皿

か
く
い
ふ
心
は
三
の
ゆ
み
は
三
は
る
と
い
ふ
な
り
み
は
る
は
三
と
せ
也
た
と
ゑ
は

ゆ
み
は
女
也
つ
る
は
を
と
こ
也
今
の
に
ゐ
枕
の
を
と
こ
つ
る
の
や
う
に
ひ
か
は
女

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
五
号

に
く
い
て
け
り
い
た
や
と
さ
け
め
と
ん
神
な
り
に
き
こ
ゑ
す
な
り
に
け
り
夜
や
う

く
ぁ
け行
は女
を
見
る
にな
か
り
け
り男
あ
しす
り
を
し
てな
け
とも
か
ひ
な

し
さ
て
た
i
ひ
と
り
か
ゑ
る
と
て
こ
の
斑
を
よ
み
け
る

白
玉
か
何
そ
と
人
の
と
ひ
し
と
き

露
と
こ
た
え
て
き
ぇ
な
ま
し
物
を

か
く
云
事
は
ま
こ
と
の
を
に
i
は
あ
ら
す
后
の
御
せ
う
と
も
と
っ
ね
の
大
政
大
臣

く
に
っ
ね
の
大
納
言
た
ち
の
よ
の
き
こ
ゑ
み
く
る
し
と
て
う
は
ひ
と
ゝ
め
ら
れ
け

る
事
を
ゝ
と
は
云
な
り
道
の
漫
の
御
堂
と
は
朱
雀
」
い
門
を
云
な
り
か
の
門
に
て

う
は
い
と
ど

言
は
此
門
桜
に
て
鬼
と
雙
六
を
う
ち
都
の
よ
し
か
は
き
は
れ
て
は
と
ひ
い
し
け
れ

は
鬼
も
ん
の
う
ゑ
よ
り
氷
と
け
て
は
涙
と
っ
け
た
り
し
も
此
門
の
事
也

一
っ
け
の
を
く
し
と
云
事

こ
れ
は
二
の
き
あ
り
ひ
と
っ
は
と
よ
の
あ
か
り
の
せ
ち
ゑ
の
時
五
節
の
ま
ひ
~

と
て
み
め
よ
き
若
女
房
を
傾
城
と
な
っ
け
て
わ
ら
は
け
さ
ん
の
よ
内
裏
ゑ
ま
い
る

な
り
其
時
か
み
に
く
し
を
さ
し
て
ま
い
る
を
つ
け
の
を
く
し
と
い
ふ
も
ん
あ
り
又

礒
部
の
あ
ま
の
か
っ
き
す
る
時
も
し
を
や
く
に
も
ひ
る
の
か
れ
い
を
う
け
に
人
て

こ
し
に
」
四
っ
け
た
る
を
云
と
も
み
ゑ
た
り
さ
れ
は
う
た
に
も

葦
の
や
の
な
た
の
塩
や
く
い
と
ま
な
み

っ
け
の
を
く
し
も
さ
X
て
き
に
け
る

一
ぬ
き
す
と
い
ふ
事

昔
め
い
こ
の
后
た
ら
ひ
の
水
に
御
か
け
の
う
っ
ろ
い
給
ふ
を
見
て
此
歌
を
よ
み
給



つ
~
い
っ
や
い
っ
y
に
か
け
し
丸
か
だ
け

を
い
に
け
ら
し
な
い
も
見
さ
る
ま
に

か
く
い
ひ
て
や
り
け
れ
は
女
も
う
れ
し
と
や
思
け
ん
や
か
て
返
事
し
け
り

く
ら

へ
こ
し
ぶ
り
わ
け
か
み
も
か
た
す
き
ぬ

君
な
ら
す
し
て
た
れ
か
わ
く

へ
き

さ
て
日
数

へ
す
し
て
つ
い
に
あ
い
に
け
り
た
か
い
に
あ
さ
か
ら
す
ち
き
り
て
す
み

け
る
程
に
を
や
も
み
な
は
か
な
く
な
り
て
た
っ
き
も
な
く
す
き
わ
ひ
て
女
に
い
ひ

あ
は
せ
て
を
と
こ
又
か
よ
ふ
と
こ
ろ
だ
っ
ね
て
行
け
り
此
女
は
や
す
も
ち
の
親
王

y
-

　　

―

　　　　　　　

-
-

の
む
す
め
也
」
E
匠

り
ひ
匠
か
い
と
こ
也
を
や
口
口
匠
雁
な
口
口
口
口

口
の
き
な
ら
へ
て
す
み
け
る
な
り

一
風
ふ
け
は
と
云
事

1　
大
和
国
よ
り
河
内
の
た
か
や
す
ゑ
を
と
こ
か
よ
ふ
と
て
た
っ
た
こ
ゑ
を
こ
ゑ
け

り
か
の
大
和
の
女
男
の
た
か
や
す
ゑ
行
け
る
を
よ
ろ
こ
ひ
て
い
た
し
た
て
け
れ
は

を
と
こ
あ
や
し
み
て
こ
と
ふ
る
ま
い
す
る
に
と
て
せ
ん
さ
い
の
中
に
か
く
れ
い
て

み
け
れ
は
月
の
く
ま
な
き
に
女
は
し
ち
か
く
い
て
X
i
　C
　
4
6
4
て
を
と
こ
の
よ

は
に
ひ
と
り
行
覧
と
い
ひ
て

風
ふ
け
は
を
き
っ
白
波
た
っ
た
山

よ
は
に
や
君
か
ひ
と
り
こ
ゆ
ら
ん
」
心

此
斑
の
心
は
白
波
と
は
ぬ
す
人
を
い
ふ
也
し
ら
な
み
と
い
は
ん
と
て
を
き
つ
っ
と

は
い
ふ
な
り
か
く
ぬ
す
人
の
す
む
山
を
よ
は
に
猫
こ
ゆ
ら
ん
と
を
と
こ
を
あ
は
れ

む
心
を
よ
む
な
り
此
を
ん
な
は
っ
万

九
三

ゆ
み
の
や
う
に
た
を
や
か
に
し
た
か
ひ
よ
れ
と
い
ふ
心
也
我
せ
し
か
こ
と
は
我
に

あ
た
り
し
や
う
に
今
の
に
ゐ
枕
の
を
と
こ
に
も
あ
た
れ
と
云
也
女
こ
れ
を
き
ゝ
て

あ

つ
さ
弓
ひ
け
と
ひ
か
ね
と
む
か
し
よ
り

君
に
心
は
よ
り
に
し
物
を

と
よ
み
て
と
k
め
け
れ
と
ん
と
y
ま
ら
て
い
に
け
り
に
ゐ
枕
の
男
こ
れ
た
か
の
し

ん
わ
う
な
り
女
は
あ
こ
也

一
月
や
あ
ら
ぬ
と
い
ふ
事

昔
た
か
こ
の
后
く
ら
ひ
に
そ
な
は
り
給
て
の
ち
東
五
条
の
西
の
た
い
に
て
去
年
の

今
夜
あ
い
し
事
を
思
ひ
」
11
い
て
y
を
と
こ
か
の
可
に
行
て
夜
も
す
か
ら
そ
の
あ

と
を
し
の
ひ
つ
x
こ
の
爵
を
よ
み
て
た
y
ひ
と
り
か
ゑ
り
け
る
事
な
り

月
や
あ
ら
ぬ
春
や
む
か
し
の
春
な
ら
ぬ

我
身
ひ
と
つ
は
も
と
の
身
に
し
て

此
斑
の
心
は
月
も
去
年
の
月
春
も
去
年
の
春
な
か
ら
我
身
は
か
り
は
か
の
人
に
あ

は
ね
は
か
は
り
に
け
る
と
い
ふ
こ
ゝ
ろ
な
り

一
つ
y

む
か
し
や
ま
と
の
国
に
す
む
人
あ
り
け
り
と
な
り
の
い
ゑ
の
ま
ゑ
に
つ
x
井
あ
り

け
り
か
の
井
の
ほ
と
り
に
と
な
り
の
家
の
を
さ
な
き
物
い
て
あ
ひ
て
あ
そ
ひ
け
る

程
に
此
を
さ
な
き
物
と
も
た
か
ひ
に
を
と
な
し
く
な
る
ほ
と
に
は
ち
か
は
し
て
見

ゑ
す
な
り
に
け
り
さ
て
あ
や
の
あ
は
す
る
」
心
男
を
も
せ
す
し
て
す
き
け
る
か
ら

れ

こ
の
か
た
よ
り
か
く
よ
み
て
や
り
け
り

資
料
紹
介

　

歌
書
ふ
た
つ



九
四

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
五
号

の
む
す
め
也

一
た
の
む
の
か
り
と
い
ふ
事

か
り
か
ね
は
夜
は
い
モ

ヘ
に
い
て
ゝ
み
き
は
に
は
む
ひ
る
は
腰
路

へ
か

へ
る
な
ら

ひ
に
て
む
さ
し
の
を
と
を
る
と
て
む
さ
し
の
X
中
に
い
る
ま
の
こ
ほ
り
み
よ
し
の

I

さゝ
と
てゝた
の口
口
口
口
口
口
口
口
口
のを
り
く
馬
を口
口
口
口
口
匝
口

も
に
口
ふ
一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一に

こ
を
お
も
ふ
涙
の
む
め
に
か
さ
を

き
て
心
の
や
み
に
う
と
ふ
や
す
か
た

追

　　

記

木
稿
は
昭
和
五
五
・
五
六
・
五
七
年
度
の
日
本
私
学
振
興
財
団
の
学
術
研
究
振
興
資
金
に

係
る
本
研
究
所
の

「
真
宗
を
中
心
と
し
た
東
海
地
方
寺
院
資
料
の
調
査
整
理
並
び
に
そ
の

研
究
」
の

一
部
で
あ
る
。

ま
た
、
本
稿
を
作
す
に
あ
た
っ
て
、
所
蔵
の
専
福
寺
御
住
職
本
多
郁
雄
師
か
ら
、
二
木
の

借
覧
な
ど
多
大
の
御
高
配
を
賜

っ
た
。
厚
く
謝
し
申
し
上
げ
る
。 に

(第
十
四
丁
オ
の
三
行
目
か
ら
十
四
丁
ウ

ー
面
に
伊
勢
に
登
場
す
る
人
々
の
名
か

と
お
も
わ
れ
る
人
名
が
書
か
れ
、
以
上
百
三
十
二
人
と
さ
れ
て
い
る
が
、
判
読
で

き
な
い
部
分
も
多
い
し
、
直
接
難
義
注
と
関
係
が
あ
る
と
も
思
わ
れ
な
い
の
で
省

略
す
る
)


